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ウインドゥサイズの考え方

インターネットはユーザの表示環境が限定できないという大きな特徴を持っています。ペ

ージ制作においても、この違った環境からアクセスするユーザを想定したデザインが必要

となります。

通常、WEBページは600ピクセルを基準にデザインするということが、一般的な考え方です。

(幅640に対してブラウザ自身のスクロールバー等の幅を引いた値)

現在では最も多いユーザーは800×600と考えられていますが、同時にインターネット端

末(webTV)やPDA、携帯電話、カーナビなどのモバイル端末などが増え、WEBページ表示の

環境は複雑さを増すばかりです。

600ピクセル幅のサイズに関して

ページデザインを考える場合は、多くのユーザーに心地よくページが見られるようにデザイ

ンしなければならなりません。このことは、多くの小さなモニタ(低解像度モニタ)を利用し

ているユーザーに合わせてデザインするとを指しています。 通常この小さなモニタ(低解

像度モニタ)は 一昔前(1995年頃)のスタンダードなモニタ解像度(VGA)である、幅640×

高さ480ピクセルを示しています。

webTV� 幅544 

携帯(i-MODE)� 幅96(8文字×10行程度) 

VGA� 640×480 

S-VGA � 800×600 

XGA � 1,024×768 

S-XGA� 1,280×1,024 

デバイスによる表示幅(ピクセル) 

幅固定 中央� yhoo� http://www.yahoo.com/ 

� lycos 600pixel � http://www.lycos.co.jp/

� apple� http://www.apple.com/ 

�

幅固定 左寄せ � go.com 753pixel � http://www.go.com/

� 三井住友銀行 � http://www.smbc.co.jp/ 

�

幅変動(中央)�  � http://www.excite.com/

� � http://www.amazon.com/  
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